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■10月30日

 

那覇空港に航空機整備基地　県、用地確保向け国と交渉

 

県は２１世紀ビジョン基本計画で臨空・臨港型産業の集積による国際物流拠点形成を目的に、航空機整備基地の設置を掲げ

ていて１３年度予算で調査費を計上している。

 

那覇空港内は敷地が狭く、用地確保が課題となっていたが、那覇空港内の航空自衛隊地対空誘導弾パトリオット（ＰＡＣ２、ＰＡ

Ｃ３）用地の一部に民間航空機を整備する「航空機整備基地」を建設する方針を固め、防衛省、国土交通省と用地確保に向け

た交渉を開始している。

 

県は２０１５年度中に運用を開始し、３００人の雇用創出を見込んでいる。

防衛省は県の提案を前向きに検討し、国交省と調整している。

 

整備基地の面積は４万平方メートル（施設面積２万平方メートル）。関係者によると、建設費用は約１００億円規模になる見通

し。２１日に基本設計業者の公募を開始した。

 

県などによると、全日本空輸（ＡＮＡ）が進出を打診しているほか、日本トランスオーシャン航空（ＪＴＡ）も既存の整備施設の拡充

を求めている。

 

（琉球新報10月29日）

http://ryukyushimpo.jp/news/storyid-214516-storytopic-3.html ( -> http://ryukyushimpo.jp/news/storyid-214516-storytopic-3.html)

 

 

新千歳空港、発着枠30に拡大　北海道庁が検討

 

新千歳空港の24時間運用を巡り、北海道庁は深夜・早朝（午後10時～午前７時）の発着枠を現在の１日６枠から30枠程度まで

増やす案の検討を始めた。

 

年内に千歳、苫小牧両市、周辺住民との地域協議会を開いて提示する方針。

高橋はるみ知事は３期目の公約で発着枠の20枠への拡大を掲げている。

 

格安航空会社（ＬＣＣ）による深夜・早朝時間帯への就航希望が増え、道庁が４、５月に国内外の航空会社96社に需要を調査し

た結果、８社から24便の希望が寄せられていた。

 

新千歳の発着枠は地元の意向を尊重する形で国土交通省が決める。地元の合意は不可欠で、道庁は防音対策なども示し、理

解を得たい考えだ。

 

（日経新聞10月29日）

http://www.nikkei.com/article/DGXNZO61806000Z21C13A0L41000/ ( ->

http://www.nikkei.com/article/DGXNZO61806000Z21C13A0L41000/)

 

 

関西国際空港:ＬＣＣターミナル開業１年　ピーチ、発着最多に

 

関西国際空港の格安航空会社（ＬＣＣ）専用の第２ターミナル（Ｔ２）が２８日に開業して１年を迎え、年間旅客数は２５０万人を突

破した。

 

Ｔ２はピーチ・アビエーションのみが利用しており、第１ターミナルを含めた便数（国内線と国際線）も１１月に初めて全日本空輸を

抜き、関空で最多となる。

 

新関西国際空港会社によると、１１月１日にピーチは香港便を１日２往復に増やし、全体で週１８８往復（国内１３２、国際５６）と

なり、貨物便を含めた全日空の１８３往復を上回る見込みだ。国内の空港でＬＣＣが最大の便数となるのは初めて。

 

新関空会社はＬＣＣを成長戦略の中核に位置付けているが、Ｔ２は簡素な設計で施設使用料が安いのが特徴。関空に拠点を置

くピーチは格安の航空券を売りにしており、８月時点でピーチは関空国内線の運航の３５％を占め、「二人三脚の成長」（新関空

http://ryukyushimpo.jp/news/storyid-214516-storytopic-3.html
http://www.nikkei.com/article/DGXNZO61806000Z21C13A0L41000/
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会社幹部）戦略が奏功した形だ。

 

（毎日新聞10月29日）

http://mainichi.jp/area/news/20131029ddn008020029000c.html ( -> http://mainichi.jp/area/news/20131029ddn008020029000c.html)

 

 

ＪＡＬグループ９月・２０１３年上期輸送実績

 

２９日、ＪＡＬグループの９月、２０１３年上期輸送実績が発表された。

 

９月の国際線旅客数は６７万人、前年度比１０５．７％、利用率７９．７％だった。

２０１３年上期の国際線利用実績は３８４．７万人、前年比１０１．８％、利用率７６．３％だった。

 

JALﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ

http://press.jal.co.jp/ja/bw_uploads/MjAxM01vbnRobHlfOYyOIEZJTkFMLnBkZg.pdf ( ->

http://press.jal.co.jp/ja/bw_uploads/MjAxM01vbnRobHlfOYyOIEZJTkFMLnBkZg.pdf)

 

 

小松－バンコク２社目　チャーター便、４月にも

 

来年度、旅行大手エイチ・アイ・エス（ＨＩＳ）が小松－バンコクの双方向チャーター便を運航する方向とな

った。

 

同社が２９日に小松空港国際化推進石川県議会議連の訪問団に明らかにした。

 

バンコク市の航空会社ビジネスエアも来年度、複数回運航する方針を示しており、２社による就航が実現すれ

ば、将来の定期便化に弾みがつく。

 

ＨＩＳは小松空港に年２、３便乗り入れる計画で、第１便はタイの旧正月に当たる４月を予定している。

チャーター機は同社の航空子会社アジアアトランティックエアラインズの機材を予定している。

 

小松とバンコクを結ぶチャーター便はオリエントタイ航空が２００３年２月、１２月に運航した年２便が最多

となっている。

 

日本政府観光局（ＪＮＴＯ）によると、円安の進行や７月からの観光ビザ免除で、タイの訪日旅行客は今年に

入って急増している。

 

ＨＩＳは今年、成田と関空で定期チャーター便を運航しており、小松に複数回チャーター便を乗り入れても一

定の需要が見込めると判断した。

http://mainichi.jp/area/news/20131029ddn008020029000c.html
http://press.jal.co.jp/ja/bw_uploads/MjAxM01vbnRobHlfOYyOIEZJTkFMLnBkZg.pdf
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（北国新聞10月30日）

http://www.hokkoku.co.jp/subpage/HT20131030401.htm ( ->

http://www.hokkoku.co.jp/subpage/HT20131030401.htm)

 

 

羽田国際線増枠、日航にゼロ回答　国交省方針

 

来春に拡大される羽田空港の国際線発着枠をめぐり、日本航空が国土交通省に配分の見直しを求めている問題

で、国交省は来週、事実上の「ゼロ回答」をする方針を固めた。

 

日航の申入書に対し、検討の経緯を説明するだけにとどめる見通し。

日航は、行政訴訟などには踏み切らないとみられる。

 

（朝日新聞10月30日）

http://www.asahi.com/articles/TKY201310290687.html ( -> http://www.asahi.com/articles/TKY201310290687.html)

（日刊航空10月30日）

http://www.da-news.co.jp/ ( -> http://www.da-news.co.jp/)

 

 

高松空港、2013 年9 月旅客輸送実績速報

 

国内線旅客数は１１．７万人、前年比１０３．７％、利用率６３．８％。

国際線旅客数は７．６千人、前年比１２９．３％、利用率６０．１％。

 

http://www.hokkoku.co.jp/subpage/HT20131030401.htm
http://www.asahi.com/articles/TKY201310290687.html
http://www.da-news.co.jp/

